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メディアを活用した児童 ・ 生徒の主体的学習態度

　　　　　の 変容をめざした授業の 実証研究

井上 史子
“1 　林 徳治

’2

〔概要〕本研究は，メデ ィ ア を活用 した児童 ・生徒の 主体的学習態度の 変容をめ ざし た授業の 設

計 ・評価 に関す る実証研究で ある 。 筆者 らは，先行研究1）と し て 中学生の メデ ィ ア に対する意識調

査を実施し，今日の 中学生が主 にテ レ ビか ら様 々 な情報を得て い る こ とや，テ レ ビ番組 の 内容 に

影響 され た行動を とっ て い る こ とな どにつ い て 明 らか に した 。 また，教職員を対象 とした メデ ィ

ア に対す る意識調 査 の 結果よ り，テ レ ビ番組 やイ ン ターネ ッ トな どが子 どもたちに及 ぼす影響 を

危惧 しなが らも，授業の 中で の メディ ア 活用に は消極的で ある こ とが明 らか にな っ た 。 これ ら結

果 よ り ，
こ れか らの 子 どもたちには情報を ク リテ ィ カ ル 2）に 読み解き活用す る力が 必要 であ り，さ

らに ， そ の 力を育成す るこ とに よ り主 体的に 学ぶ態度の 変容が期待で き る と考え る 。

　本稿 で は，メデ ィ ア を効果的に活用 した学習を通 して ， 児童 の 主体的学習態度の 変容 をめ ざし

た授業実践に っ い て論述 した。
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1　 は じめに

　 学校教育にお ける情報化 の 背景には，急激に

国際化 の 進む社会に対応 で きる 日本人 と して

必 要な生 きるカ の 育成 と い う目標 と ， 情報化に

よ っ て教育の 質を高め よ うと い うね らい が あ

る と考 える。実際 ，
コ ン ピ ュ

ー
タやイ ン タ

ー
ネ

ッ トな ど新しい メディ ア の 活用 は ，教師主 導の

系統主義的な授業に加 え，学習者 中心の 社会的

構成主義 の 授 業 も取 り入 れ て い く必 要性 を学

校教育に もた ら した 。 しか し ， 教育現場で は急

速な情報化 （テ ク ノ ロ ジープ ッ シ ュ ）へ の 対応

に苦慮 して い る の が現状で あ る 。 筆者 （井上 ）

が実施 し た ア ン ケ
ー

ト結果 （2002）か らも，多 く

の 教師は授業 へ の メディ ア 活用 は必 要 と認 め

る反面 ， 自身の授業へ の 活用には 消極的で 関心

が 薄い 実態が 明 らか に な っ た 。 原因 と して ，教

師の メ デ ィ ア 活用の イ メージが コ ン ピ ュ
ータ

やイ ン タ
ー

ネ ッ トなど情報機器 の 狭義的な活

用で あ る とい う認識が根強 く残 っ て い る こ と，

授 業で の メデ ィ ア活用が もた らす教育効果や

学習態度 の 変容 な ど評価尺度が 曖昧 なこ とが

あげられ る。本稿で は ， 児童の 主体性 の 育成に

着 目し ， 主体性 の 定義を考案 した。 さらに授業

実践を通 し て 主体性の 変容 を形 式的 ・操作的に

把握 す るた め に主体性 尺 度3｝に よ る調 査 を実

施 しそ の 結果 に つ い て報告する 。 調査結果 よ り，

児童 の 主体的学習態度 の 変容 をめ ざした 授業

に つ い て 提案す る。

ll　 主体的学習態度の考え方

　学校教育の 目標 が子 どもたちの 生 きる力 の

育成 に ある と言われて 久 し い。生 きる力 と情

報教育 と の 関 わ りは ，情報活 用能力の 育成 を

通 じ て 子 どもた ちが生涯 を通 して 社会の 様 々

な変化に主体的に 対応で きるた め の 基礎 ・基

本の 習得を め ざす こ とにあ ると されて い る。

生 きる力 とは社会 の 変化に主体的に対応 で き

る力で あ り， 情報活用能力はそ の 基盤 となる

能力で あると言える。 しか し，社会の 変化に

主 体的に 対応で きるカの 解釈 は多様で あ り ，

そ の こ とが学校 にお け る情報教育や 授業 へ の

メディ ア活用を推進す る上 で も問題 とな っ て

い ると考 え る。筆者は ，教育活動 にお い て よ

く使 われ る主体性 とい う言葉に着 目し ， そ の

定義づ けを試み た．定義づ けに あた っ て は ，

そ の 字義 とともに，浅海 （1999）に よ る主 体性

の 定義を参考 と した。すなわち ， 主体性 を 「周

囲の 人の 言動や 自己 の 中の 義務感に とらわれ
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ず ， 行為の 主体で あ る我 として 自己の 純粋 な

自由な 立場 におい て 自分 で選択 し た方 向 へ 動

き，自己 の 立場 にお い て 選択 し，考え，感 じ，

経験す るこ と」 とす るもの で あ る。 自己 の 義

務感 とは，　 「こ うしなけれ ばならない とい っ

た考え 」 を指す。 しか し筆者は ，学校教育は

本 来意図的なもの で あ り ， 子 ど もたちが ま っ

た く他の もの に と らわれ ない こ とや 自由に 自

己 の 選択 した方向に 動 くこ とは困難で ある と

考え る 、 よ っ て ， 主体性を F周 囲の 大方の 意

見や 自己 の義務感に とらわれ るこ とな く，能

動的 な行為の 主 体 と して 課題 意識 を持ち ， 自

分で選択 した学習課題 にそ っ て考え ， 判断 し ，

行動 しよ うとするこ と。また，これ らの 蠻え

が ある状態」 と定義づけた 。

　 以上 の 考えに基づ き ， 主体性 とい う多様 な

解釈が 可能な概念 を形式的 ・操作的に とらえ

られ るもの か否か とい う懸念はあるが ，学習

者の 主 体性 を測定する試み と して 主体性尺

度に よる調査 内容を考案 し実施 した。

皿　方法 ・結果

1 ．主体性尺度 による調査方法

　調査 に あた り， 主体性 の 尺度項 目の 検討を

行 っ た 。 尺 度項 目は ， 浅海 に よる主体性 尺 度

を参考に，小学生 に対 して妥当で ある と筆者

お よび担任，臨床心理学の 専門家が判断 した

15の 尺 度項 目 で 構成 し ， 文章表 現 も小学生用

に 簡略化 した。こ の 尺度を授業対象の 児童20

名 （第 5，6年生）に6段 階評 定 （L ま っ た くあて

は ま らない 〜6．とて もよくあて はまる）に よ

り 自己 評価 させ た。児童 に よ る 自己評価 の 妥

当性 を検討する ため ， 同様の 内容 ・方法で担

任の 教師に よる児童
一

人ひ と りの 主体性評

価も実施 した。表 m −1に 主体性尺 度項 目の
一

部を示 す 、

表 皿
一1　主体性尺度 の 因子項 目と尺度項 目例

因 子 項 目 尺 度項 目例

1
積 極 的 な

行 動

人 に 言 わ れな くて も進 ん で 物事 に

取 り組 む

2
自 己 決 定

力

自分 の 意 見が 人 か ら反対 され て も

理 由な く取 り消した りしない

3
自己 を 方 向

づ ける もの

目標 を も ち，そ れ に 向 か っ て こ っ こ

つ 取 り組 む

4 自己 表現
自分 の 考 え を言 うこ とが で きる （言

葉以外 の 表現方法も含む）

5 好奇 心
新 し い こ とに チ ャ レ ン ジする の が

好きで あ る

2 ，結果 と考察

　児童 （20名）に よ る 自己 評価 （回 答率100％）

と担任評価の 結果を表皿
一2に 示す 。

（1）児童 の 自己評価 と担任評価 と の 比 較

　主 体性 に 対す る児 童 に よる 自己 評価得 点

の 全体平均は 4．1（表皿
一2の ＊a 参照）で あ り，6

段階評定の 「ややあて はまる」 に あた る こ と

か ら，自己 の 主 体性 に対 しどち らか と い えば

肯定的な集団で あ る と言える。しか し，学年

毎に 自己評 価 の 総合得 点 をそ れ ぞれ の 担 任

の 評価 と比 較す る と ，
5年 生 で は 11名 中7名

（63，3％）が担任の 評価 よ り自己評 価が低 く，

担任 の 評価 との 食い 違い の 幅 が ±2ポイ ン ト

（以下 ，
「p」 と略す）以上 の 項 目が ある児童は

9名 （81．8％）で あ っ た 。
6年生 で は 9名 中6名

（66．7％）の 自己評価 が担任 よ り高 く，担任 の

評価 との 食い 違い の 幅 が ± 2pの 項 目が ある

児童 は 7名 （77．8％）で あ っ た 。
これ よ り小 学校

5，6年生 の 段階で は 自己評価力は未だ未熟で

あ り，信頼性 に欠 け ると思 われ る。 しか し ，

同時期 に実施 した批判的思 考力の 特性
＋3に関

す る調査で は， 5年生 で は担任の評価 との 食

い 違い の 幅が ± 2p以上 の 項 目が ある児童 が8

名 （72．7％）で あ っ たの に対 して ，
6年生 で は 2

名 （22．2％）だけで あ っ た。つ ま り，同 じ小学

校高学年で も評価項 目に よ っ て は 5年生 と6

年 生で 自己評 価力に違い があるこ とがわか

★3 批判的思考力の 特 性に 関す る調査 は ， D’AngeloE ．（1971）に よる 批判的思考傾 向の 特性 に 基 づ い て 宮 元

　 （1996）らが 作成 した 30 の 尺度項 目を参考と した。

一207一 N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

日本教育情報学会第19回 年会 Aug．9− 10，2003

る 。 ま た ，主体性お よび批判的思考力 の 特腔

に対する 自己評価が ， ともに IOp以上担任の

評価 と食い 違 う児童 は全 体 で 3名 い たが ，こ れ

らの 児童の 共通 点として ， 国語の 『書く ・読

む』力 が弱い こ と，言葉 による表現力が弱い

こ とな どが担任に よ る評価お よび観察か らあ

げ られ た。以上 の こ とか ら，小学校高学年の

段階で 自己評価をさせ る場合は ， 教師は児童

の 発 達段階や学力傾 向に配慮 しな くて は な ら

ない 。そ して ， 自己評価力の 未熟 な児 童に対

して は ， 自己 の 言動や考えを振 り返 らせ る よ

うな具体的な助言や指示 が必 要 で ある 。 また，

その よ うな児童 は 『書く ・
読む』カが弱い 傾

向が ある こ とか ら，国語科で の基礎 ・基本の

学習を徹底するこ とも重要で ある。 さらに ，

教師に よる評価 には ど うして も主観が入 りや

すい こ とな どを考慮 し，T．　T．（Team　Teaching）
な ど，第三者に よる評価を取 り入 れて い く必

要がある と考える 。

表 皿一2　 主 体性 に 対する児童 の 自己評価 と担任 に よる 評価 の 比較

5　 年因子

項 目

自 己

担任 女 1 女2 女 3 女4 女 5 女6 男ユ 男2 男3 男4 男 5
計

尺 度

平 均

項 目

平均

自 111510119121179121111810 ．73 ．6積極的

な行動 担 1615 石 1211
膠． 幽

13
鹽・凾

1311
’

9
¶

8912511 ．4
， ，

3、9

自 1513646693108686 ’
b7 ．82 ．6自己 決

定力 担 12126887123987928 ．42 ．8

自 141511131216141291713146   13，34 ，4自己方

向 垣 14 ！4il
’

14141513131 δ
幽 　．

1111142
，，圓

12．9
　　．．

4．3

自 1812111481479681312010 ．93 ．6自己 表

現 担 181212151315109981413512 ，34 ，1

自 1213121212141311131213137r112 ，54 ，2
好奇 心

担 1314
　．

ll14131413131 § 9i314012 ．7i ，2

自 705468504247575447625660711 ．03 ．8’箪
計

担 73

響．．
61 召7

幽凾
5δ 49504i

凾鹽．
63 弱 64546341L53 、8

6　 年因子

項目

自己

担任 女 1 女2 女3 女4 男 1 男 2 男3 男窪 男5
計

尺 度

平 均

項 目

平 均

自 15ll13121113121413 ll412 ．742積極的

な行動
　凾
担 13151313 ！31581514

幽凾．
119

　 幽凾

13．24 ．4

自 611121077141114 92’b10 ．23 ．4自己決

定力 担 615119 乙 8

　幽．
9

．
　 714

．
859 ．43 ，1

自 181315151415151515 135’・ 15．05 ，0自己方

向 担 161514151512101813 12814 ．24 ．7

自 121415ll1213111414 11612 ．94 ，3自己表

現 担 1015127

， 響
　 17

「
13

　 ■

14
　 膠
131 δ 1111233 ，1

自 171413121415141415 128旭 14．24 ．7
好奇心

担

り

12i5i411
・

　 1313101715
F

12013 ．34 ．4

自 686368605863666871 58513 ．04 ．3曹a
計

担 冨
　■

756455

　 凾

64

幽 幽

6151

凾

7δ 6δ
，

56312 ．542
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（3）主体性 因子 の 評価結果 と考察

　 『積極的 な行動』　『自己決定力』　『自己表

現』は い ずれ も行動 と して 外 に現れやすい 因

子で あるが
， 児童の 自己評価で はこ れ ら 3 つ

の 因子得点が 『自己 を方向づ ける もの 』　『好

奇心』の得点に比 べ て低い 。 これは，主体性

を行動や態度に表す こ とに対す る児童 の 消極

性 を示 して い る と考 えられ る。特 に ， 『自己

決定力』（自らの 考え に 自信を持ち他人に よ っ

てそ の 行動や態度を左右 されない ）の 評価は

全体平均で 88p （表 皿 一2 の ＊b参照）と低 く， 学校

社会 の 中で ， 児童が周囲の 意見に とらわれず

に主 体的 ・能動的 に行動す るこ と の 困難 さを

表 して い る と言 える。 これ に対 して 「熱中す

るもの が ある」や 「目標に向か っ て 努力す る 」

な ど，内面的で ，個人の 方向性 を示す 『自己

を方 向づ ける もの』（全体平均 140．5p，表皿 一2

の ＊c 参照）や 『好奇心』（全 体平均 132．5p， 表

皿
一2の ＊d参照）に対す る 自己評価 は高 い 。これ

は，児童は様 々 なもの に興 味 ・関心 を持ち，

目標が決まればそれ に向か っ て努力する とい

う内面的な構 え の 高 さを示 して い る。

　以上 よ り，児童の 主体性 の 育成 には，第
一

に

個 々 の興味 ・関心 を刺激す る課題設定が必 要

で ある。興 味 ・関心 に基づ い た課題は，児童

の 目的意識や学習意欲の 向上を もた らし，積

極的 な行動 に っ なが る と考える 。 こ こで い う

興味 ・関心 に基づ い た課題 とは，
一

過性の 楽

し さやお もしろ さで はなく，
一

っ の こ とを深

く追求 した り ， 自ら課題解決する意欲に っ な

がる課題を意味 して い る。 第二 に課題解決の

学習過程 で ， 自己表現の 学習の 場を多く設定

する 。 すなわち ， 自分の 考えや意見を他者に

わか りやす く表現す る
4｝こ との 大切 さ， 楽 し

さ，困難さを体験で きる学習の 場 を取 り入れ

る こ とが重要で ある 。 自己表現 の 学習は ，児

童の 他者との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンや相互理 解

を深 め，周 囲の 意見に流 され ない 確固 と した

自己の 確立を うなが す と考える。

　筆者は ， これ らを取 り入 れ た授業設計に よ

り， 先に述べ た 「周 囲の 大方の 意見に とらわ

れ るこ とな く， 能動的な行 為 の 主体 として課

題意識を持ち， 自ら考え，判断し，行動する」

とい う児童 の 主体性 の 育成が期待で きる 。

IV　ま とめ と今後の課 題

　本研 究は ，児童 ・生 徒の 主体的学習態度の

変容 をめ ざした授業の あり方に つ い て の 実証

研 究で あ る。筆者は ，先行研究 を基 に，主体

性に っ い て の定義や調査内容 を 考案 し ，授 業

実践を行 っ た。主体性の 定義や育成に つ い て

は，今後，研究 ・教育実践レ ベ ル 間で 議論や

試 行的な実践 を重ね て 実用的な もの に し て い

く必要が ある 。 また ， 学校教育で主体性を育

成で きる可能性 に つ い て も議論 して い く必 要

が ある、今回 の 主体性に関する調 査結果 よ り，

児童の 自己評価 と担任の 評価に食い 違い が 生

じた項 目につ い て ， 原因や調査項 目の 妥当性

に つ い て検討を要する。

　筆者 （井上）は，主体性 調査 を実施 した小

学校の 5
，
6年生 （20名）を対象に ， 総合的な学習

の 時間 を利 用 したメディ ア リテ ラシ ー5）の 授

業を担当し実施 して い る。授業実践を 通 して ，

児童の 関心 の 高さ， 自ら考え課題 を解決 しよ

うとす る主体的な学習態度な ど，主体性の 変

容をめ ざした授業の モ デル と して期待で きる。

本実践授業 の 最 終的 な成果 に っ い て は ，次回

年会で 報告する予 定で ある。
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